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durant によりフィードバック機構を導入することで 4 相 PSK

















文献 [5] で改良されたM 相 PSK コヒーレント状態信号に対
する量子準最適受信機の構成・動作について説明を行う．受信
機の基本的な構成は図 1 に示す．信号 m に対する量子状態を




備し，シフト作用素を施す．シフト後の状態 jm   0i に対し
て光子計数を行い，光子が検出されなければ信号 0 と決定し終
了する．光子が検出されたら，その瞬間から次の量子状態 j1i
を真空とするようなシフト作用素 D^( 1ei 23) を施し，光子計
数を行う．以上の操作を最大 N 回 (N  M)繰り返し行い，シ
フト作用素 D^( iei 2iM )(i = 0; 1; : : : ; N) を施している間に光



























号 jmi に対し，シフト作用素 D^( iei 2iM ) を施す．シフト後




要があるが，本研究では 3相 PSKコヒーレント状態信号 (以下，
3PSK)に対して 3種類と 6種類，4相 PSKコヒーレント状態信
号 (以下，4PSK) に対し 4 種類に限定した上でフィードバック
回数の上限を無しとする．シフト量の種類を 3 種類に限定した










P (3k +mjm;T ) (3)
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となる．P (njm;T )は信号持続時間中の信号mに対し光子を n
個検出する確率であり，
















1A dt1    dtn (4)













s(s2 + ams+ bm)
; (5)
am = NSm;0 +NSm;1 +NSm;2;
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